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論文及び審査結果の要旨 
地球温暖化やマイクロプラスチックに関連する環境問題が顕在化するにつれ、バイオマ

スから石油製品にかわる新素材をつくる研究が急速に進んでいる。本論文では、農業・食品

廃棄物であるコーヒー粕およびホップの蔓から環境付加価値の高いセルロースナノファイ

バー(CNF)を生成し、さらにそれを乳化安定剤として利用することで Pickering エマルショ

ンを形成し、その構造・物性ならびに長期安定性を詳細に調べた。また、CNF によって形

成された Pickering エマルションの不安定化の要因が明らかになっておらず、磁気共鳴イ

メージング(MRI)技術を用いたエマルションの微細構造の非破壊的な評価方法の構築を行

った。博士論文の第一章は CNF の供給源・構造・物性と TEMPO 触媒酸化法によるナノ解

繊について、第二章は Pickering エマルションの基礎、第三章は磁気共鳴理論と測定技術に

ついて説明した。第 4 章はコーヒー粕由来 TEMPO 酸化型 CNF の生成と物性・構造解析、

第 5 章はホップ蔓由来 TEMPO 酸化型 CNF の生成と構造・物性を解明した成果について

まとめている。第 6 章はホップ蔓由来 CNF によるドデカンおよびオリーブ油を油成分とし

て用いた Pickering エマルションの開発、第 7 章は MRI による Pickering エマルションの
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微細構造の非破壊評価について、第 8 章は研究の総括として研究成果をまとめている。 
 本博士論文の内容は上述したように独創的な学術成果であり、特に廃棄物由来 CNF への

環境付加価値の付与と Pickering エマルションの安定形成のための基礎的な知見を与える

ものである。以上の学位論文の内容は博士(理学)の学位として価値あるものと判断した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


